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建設資材物流における課題発生箇所の整理
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○建設資材における物流ルートと課題発生箇所の整理

Ｃ：建設現場（小規模／大規模）Ｂ：納品先倉庫・工場等Ａ：サプライヤ工場

Ｂ：納品先倉庫・工場等
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建設資材物流における課題に関する第一回懇談会意見（戸建て住宅関連）

○前回懇談会意見について（戸建て住宅関連）

物流
パターン

Ａ．建材メーカーからの出荷時 Ｂ．問屋・ﾊｳｽﾒｰｶｰ倉庫、金属加工所へ
の納品時

Ｃ．建設現場への納品時

①問屋経由
パターン

工場では色々な部材が生産される（壁
パネル、風呂、天井等）

どれか１個無くても積み込みができず、
長距離の場合、後で壁一枚持っていく
等できないので、当然待ち時間が発
生する

（特になし） 住宅の概ね75%は街の工務店や小規
模な建設会社等がやっている。建設
現場へは軽トラックやワンボックスが
多く、せいぜい2トントラック位まで。
建設現場の代理店や職人さんが、朝、
建材屋さんに寄って、資材を積んでい
くような問屋経由のルートでは荷待ち
は考えづらい

街の建材店が、コーディネーター的な
役割をしている所がある

②住宅メー
カー・加工業
者経由パター
ン

（同上） 建材メーカーから住宅メーカーの物流
センター等へ運んだ時に荷待ちが発
生している可能性はある
原因が分かれば対策可能

ツーバイフォー、ユニット、プレハブ住
宅等では、住宅メーカーの社内物流的
な位置づけとなる

③現場直送 （同上）

（プロセスが存在しない）

資材の置き場所、検品タイミング等で
混乱が生じることがある

工事が遅れている場合には持ち帰り
になってしまう

現場では進捗具合によって、荷卸しが
できないことから持ち帰りになるケー
スもある
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建設資材物流における課題に関する第一回懇談会意見（集合住宅・事業用不動産関連）

○前回懇談会意見について（集合住宅・事業用不動産関連）

物流
パターン

Ａ．建材メーカーからの出荷時 Ｂ．問屋・ﾊｳｽﾒｰｶｰ倉庫、金属加工所へ
の納品時

Ｃ．建設現場への納品時

①問屋経由
パターン

工場では色々な部材が生産される（壁
パネル、風呂、天井等）

どれか１個無くても積み込みができず、
長距離の場合、後で壁一枚持っていく
等できないので、当然待ち時間が発
生する

（特になし） 大きな現場ではスケジュール管理、荷
卸しの管理等、ノウハウが確立されて
いる

②住宅メー
カー・加工業
者経由パター
ン

（同上） 金属加工業者への納品時に、荷待ち
時間を減らしたいので玉掛けを手伝っ
ている

（同上）

③現場直送 （同上）

（プロセスが存在しない）

（同上）

特車が申請ルートの通りにちゃんと
通ってきているか、写真撮影をして記
録することに手間を要する。
セメントでは到着日時が30分単位で
指定されている
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○建設資材物流における課題分析 【一戸建て／集合住宅・事業用不動産 共通】

Ａ．建材メーカーからの出荷時における原因分析と対策方向性

顕在化している
現象（課題）

解決の方向性
のイメージ

直接的原因
背景となる
業界慣行等

多品種の建材が少量ずつ
使用される

工場等の処理能力に比べトラッ
ク台数が多い

工場等の荷積み人員が不足
建材メーカー側の
人員削減

納品時間の分散化

３．運転者による
荷積み作業の発生

複数箇所納品化による
トラック台数の抑制

運賃・料金の別建て収受

当日午後注文→
翌日朝納品という

建材メーカー・施工会社間の
納品サイクル、
受注生産品の増加

建材メーカーから施工会社への
リードタイムの延長１．現場搬入・帰社後、

翌日分積み込みまでに
非効率な待機時間が発生

施工会社の注文を受けて
出荷当日午後に時間が確定。
出荷時間が夕方に集中

２．出荷時の
荷待ち時間の発生
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○建設資材物流における課題分析 【一戸建て／集合住宅・事業用不動産 共通】

Ｂ．問屋・ﾊｳｽﾒｰｶｰ倉庫、金属加工所納品時の原因分析と解決方向性

納品が朝に集中

多品種の建材が少量ずつ
使用される

問屋等の処理能力に
比べトラック台数が多い

問屋等の荷受け・検品人員が不
足

問屋・金属加工所等によっては
人員数が少ない

納品時間の分散化

１．納品時の
荷待ち時間発生

２．契約にない
荷卸し・検品作業発生

運賃・料金の別建て収受

倉庫・工場の作業スケジュール
（昼間に作業）

顕在化している
現象（課題）

解決の方向性
のイメージ

直接的原因
背景となる
業界慣行等
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○建設資材物流における課題分析 【一戸建て】

Ｃ-1．建設現場(一戸建て)納品時の原因分析と解決方向性（案）

搬入場所や待機場所、
荷受担当者及び連絡先などの

情報共有が不十分一戸建てでは、施工会社から
待機場所を案内せず

ドライバーが探すケースも

搬入場所（建設現場）が
常に変化

搬入が朝に集中

多品種の建材が少量ずつ
使用される

建設現場の朝礼開始前に
搬入を求める慣例

狭隘な建設現場にも関わらず
納品するトラック台数が多い

建設現場の荷受け、検品
人員が不足

建設現場側の人員削減、
複数現場担当

納品時間の分散化

２．荷待ち時間発生

１．搬入場所や待機場所、
荷受担当者の探索の
ための時間が発生

３．運転者による荷卸し作
業の発生

建材置き場所の不足
（特に一戸建て）

工事進捗の共有、毎日更新作
業の負担大（特に一戸建て）

狭隘な施工場所も多数
（特に一戸建て）

建材置き場所の確保

工事進捗の情況共有の不足

４．持ち帰りの発生

搬入場所や待機場所、
荷受担当者の

連絡先の情報共有

運賃・料金の別建て収受

顕在化している
現象（課題）

解決の方向性
のイメージ

直接的原因
背景となる
業界慣行等

関係者間での工事進捗情況
の共有・調整
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○建設資材物流における課題分析 【集合住宅・事業用不動産】

Ｃ-2．建設現場(集合住宅等)納品時の原因分析と解決方向性（案）

搬入場所や待機場所、
荷受担当者及び連絡先などの

情報共有が不十分

搬入場所（建設現場）が
常に変化

搬入が朝に集中

多品種の建材が少量ずつ
使用される

建設現場の朝礼開始前に
搬入を求める慣例

建設現場の処理能力に比べ
トラック台数が多い

建設現場の荷受け
人員が不足

建設現場側の人員削減、
複数現場担当

３．運転者による
荷卸し作業の発生

搬入場所や待機場所、
荷受担当者の

連絡先の情報共有

運賃・料金の別建て収受

建設現場の立地特性、
施工計画等

建設現場内の荷卸場所が
不明瞭、動線確保困難

「大物」輸送時にはルートが限
定され、事前申請（特車申請）も

必須
制度の改善

１．搬入場所や待機場所、
荷受担当者の探索の
ための時間が発生

特別サイズの資材「大物」が
存在（特に土木工事）

顕在化している
現象（課題）

解決の方向性
のイメージ

直接的原因
背景となる
業界慣行等

納品時間の分散化

２．荷待ち時間発生
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次年度も建設資材物流懇談会を継続実施

建設資材物流における生産性向上及びトラックドライバーの労働時間改善に関する懇談会では、これまでの議
論において、建設資材物流の問題点・課題として様々な意見が提示され議論を行ってきたところ。

これらの議論を踏まえつつ、平成31年度においては、平成30年度のアンケート調査で明らかになった課題の原
因をさらに詳細に把握するとともに、課題を解決するための取り組みについて引き続き検討を深めていくこととし
たい。（平成31年度に数回程度開催）

また、これまでの議論も踏まえて「ホワイト物流」推進運動なども活用しながら、関係者による取り組みの促進を
図っていくこととしたい。

○今後の検討の進め方
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○参考資料

【事例】タイムスケジュール明確化による現場意識改革

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
事
例
集
（
4
４
頁
）

建設現場
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○参考資料

【事例】 建設部材の設計変更による24時間走行化

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
事
例
集
（
4
８
頁
）

建設現場
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○参考資料

【事例】積込・取卸時間を詳細にコントロール

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
事
例
集
（
５
０
頁
）

サプライヤ工場・
住宅メーカー倉庫
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○参考資料

【事例】拘束時間の見える化・超過要因分析による拘束時間削減

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
事
例
集
（
4
２
頁
）

全体


